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指の血圧を非侵襲的に持続的に記録できる FINAPRESS を用いて動脈圧波形を測定し パーソナルコンビュータ
に取り込み一拍ごとの心拍時間を計算し連続記録した。この記録から高速フーリエ変換を用いて心拍変動のパワース
ペクトラムをコンピュータで計算するシステムを開発した。心拍変動のパワースペクトラムには 0.5Hz までの周波数
域に低周波数成分 (Pl) 中周波数成分 (P2) 高周波数成分 (P3) の 3 つの大きな成分が認められた。それぞれの周波
数成分を全周波数の積分値 (T) で除した値を各成分の指標とし，健康成人におけるこれらの値に対する受動的立位，
呼吸の周波数，交感神経あるいは副交感神経の遮断薬，年齢，温度刺激のおよぼす影響を評価した。
1.受動的立位により P2/T は増加し， P3/T は減少した。
2. P3 のピークの周波数は呼吸の周波数と一致した。
3. 交感神経遮断薬により P2/T は減少し副交感神経遮断薬により P3/T は減少した。
4. 20-40 才， 41-60 才の 2 群で P2/T ， P3/T に差は認められなかった。
5. 温度刺激による前庭刺激を行うと，刺激中または刺激直後に P2/T が増加した。
このような結果から， P2/T , P3/T がそれぞれ交感神経機能，副交感神経機能の年齢の影響を受けない定量的な指
標となると考えられ，このシステムが自律神経機能の検査法として有用であると考えられた。
2. めまい患者における検討









2. 受動的立位に対する P2/T の増加は患者群で有意に小さく，受動的立位に対する交感神経の反応の抑制が認め
られた。 P3/T は立位により両群ともに同じレベルまで低下した。


















には O.lHz 付近及び O.3Hz 付近の位置に 2 つのピークが認められ，自律神経遮断薬や呼吸，起立負荷による影響を検
討することにより，それぞれ O.lHz 付近のピークが交感神経機能， O.3Hz 付近のピークガ副交感神経機能の指標にな
ることを示した。
また，このシステムを用いてめまい患者の自律神経機能を検討した結果，めまい患者における臥位での副交感神経
機能の低下，起立負荷による交感神経機能の充進の抑制，さらにメニエール病患者の発作期交感神経機能の克進が存
在することが明らかとなった。よって，めまい患者における自律神経機能の関与の解明する上で本論文の意義は大き
く，学位を授与されるに値する研究である。
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